
 

 

 
令和７年１月２１日 

国土交通省関東地方整備局 
荒川調節池工事事務所 

 

荒川調節池の整備事業では脱炭素化を促進します 
〜カーボンニュートラルの達成に向けた GＸの取り組み〜 

 
荒川調節池工事事務所では、ＣＯ２排出量の削減効果のあるコンクリート（低炭素型コンク

リート）を試行的に活用し、建設施工に係る脱炭素化の促進に取り組みます。 
当事務所は、荒川の治水安全度向上のための抜本的な対策として、荒川の中流域の広い河川

敷を活用した荒川第二・三調節池を整備中です。 
本事業では、令和５年７月２８日に閣議決定された「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略」

に基づき、ＣＯ２排出量の削減効果のあるコンクリート（低炭素型コンクリート）を用いた二
次製品の連結ブロックを使用したり、現場製作する根固めブロックに低炭素型コンクリートを
用いるなど、セメント使用量を減らすことでＣＯ２排出量削減に繋げるＧＸに取り組みます。 
 
【現場製作の根固めブロックでの試行】 
 ･Ｒ４荒川第二調節池排水門及び囲繞堤新設工事 （飛島建設（株）） 
【低炭素型コンクリートを用いた二次製品護岸ブロックでの試行】 
 ･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その１工事  （戸邊建設（株）） 
 ･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その２工事  （（株）ユーディケー） 
 ･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その３工事  （（株）ケージーエム） 
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カーボンニュートラルの達成に向けたGＸの取り組み

根固めブロック施工状況イメージ

施工箇所イメージ（CIMモデルより）

●荒川調節池工事事務所では、CO2排出量の削減効果のあるコンクリート（低炭素型コンクリート）を
試行的に活用し、建設施工に係る脱炭素化の促進に取り組みます。

【現場製作の根固めブロックでの試行】
･Ｒ４荒川第二調節池排水門及び囲繞堤新設工事
（飛島建設（株））

【低炭素型コンクリートを用いた
二次製品護岸ブロックでの試行】

･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その１工事
（戸邊建設（株））

･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その２工事
（（株）ユーディケー）

･Ｒ６荒川第二調節池池内水路整備その３工事
（（株）ケージーエム）

●低炭素型コンクリートとは
コンクリートの材料であるセメントは、製造時に原料を焼く工程

があり、製造時に大量のCO2が排出されます。

高炉スラグ微粉末

CO2排出量を
40～52％削減

連結ブロックイメージ

連結ブロック製作（Co打設）状況

荒川調節池工事事務所

・令和5年7月28日に閣議決定された「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略」に基づき、CO2排出量の削減効果のあるコンクリート
（低炭素型コンクリート）を用いた二次製品の連結ブロックを使用したり、現場製作する根固めブロックに低炭素型コンクリートを用
いるなど、セメント使用量を減らすことでCO2排出量削減に繋げるGXに取り組みます。

現場製作の根固めブロックでの試行
におけるCO2排出量の比較

コンクリートをつくる時に必要なセメン
トの一部を石炭火力発電所で排出され
るフライアッシュや、製鉄所で排出され
る高炉スラグ等の産業副産物に置き換
え、通常のコンクリートと同等の強度・
品質を有するものです。

根固めブロックイメージ

※「セメントのLCIデータの概要」（一社） セメント協会 2024年4月1日
「コンクリート構造物の環境性能照査指針（試案）」土木学会 を参照しCO2排出量を算出


